平成28年度　学術支援センター物質科学部門　利用者安全講習・機器講習　について
　　
　お世話になります。
　今年度も、標記の講習を行います。
　今回は、愛媛大学のMoodle2を使って、受付を行います。（当日出欠も取ります）

Moodle2のURL
　https://moodle2x.lms.ehime-u.ac.jp/course/view.php?id=3231
　コース名：2016-学術支援センター利用者講習
　登録キー：2016

　若しくは、
Moodle2メニュー → コースカテゴリ → その他 → 2016年度 → 2016-学術支援センター利用者講習
で、探すこともできます。（参考URL；http://moodle.ehime-u.ac.jp/pdf/guide_stu.pdf）

愛媛大学の学生、教職員であれば、大学の認証基盤システム（愛媛大学のメールアドレス、パスワード）を使ってログインできます。利用者安全講習、及び、機器講習それぞれ注意事項がありますので、必ず読んで確認した上で、申込みをしてください。

注1)　諸事情により愛媛大学のメールアドレス、パスワードが無い場合は、個別対応になります。
その際は必ずメールにてご連絡下さい。（担当：小西（konishi.rimi.mj@ehime-u.ac.jp）

　注2)　Moodle2にログイン自体ができない場合の対処は、当部門ではできません。
総合情報メディアセンター教育デザイン室に直接お問い合わせ下さい。
対処方法の1つとして、参考にあるようなパスワード変更（リセット）を行う方法もあります。
　　
注3)　利用者安全講習は、2回行われます（4/22、4/25　共に16:20～グリーンホールにて）。これは、労働安全衛生法上、年に1度受講するようになっていますので、利用予定のある方は、どちらか１回必ず受講ください。出欠確認時に「学生番号」若しくは「職員番号」が必要です。わかるようにしてから出席下さい。
注4)　機器講習は、基本的には「初めて利用する方」を対象にしています。日程表を必ず確認して下さい。（TEMは全てのユーザー対象に講習を行います）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講習機器や各機器の注意事項を確認の上、選択し、送信して下さい。
・単結晶X線、走査型電子顕微鏡類（FE-SEM、SEM)、粉末X線、AV500は、初めて測定時に個別講習となります。必ず機器取扱責任者と事前打ち合わせをしてください。












※参考※
パスワードを変更する手引きがございますので、お試しください。
----
◯パスワード変更
http://www.cite.ehime-u.ac.jp/center-system/pass-henkou/
※【パスワード変更用手順】にお進みください。

*************

ここで言うパスワードは、全学メールシステムで使っているパスワードです。
メールシステムや修学支援システム（Moodle2)にアクセスするためのユーザ名（ID,UserID）とパスワードは共通ですので、変更を行うと全てのシステムのパスワードも変更されます。
ただ、新しいパスワード入力時に、以前から使っているパスワードと同じものを入力して大丈夫だったと記憶しています。
この操作を行った際には、必ず全学メールが変わらず送受信できているかもチェックをお願いします。
（できなくなっても、当部門では責任はとれませんので、ご了承下さい）

